
東熱は地球環境に配慮した技術の開発と
最適な設計･施工･運用をめざしています。

Technical Information氷水搬送システム

熱搬送効率が高い氷水搬送システム

氷水搬送システムとは、空調で使う冷熱の搬送を冷水に混入した氷、
つまり潜熱の形で熱を搬送するため、熱搬送効率が非常に高い「高密度
冷熱搬送システム」です。
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同じ熱量を搬送する場合
・配管径が1／2で済む→設備費減
・搬送動力が低減する→省エネ

従来型水搬送

氷水搬送

・従来の水の顕熱のみを利用する水搬送方式と比べ、氷の潜熱を利用することにより、
主配管のサイズが縮小するため、配管スペースがコンパクトになります。また、搬送
熱量あたりの動力が削減されます(図１)。

・氷の融解潜熱を利用することで、設備インフラの構築費を低減する一管ループ方式の
採用が可能です(図２)。

・冷熱の使用が高負荷で一定に持続する物件に最適です。
・建物内冷熱搬送において大温度差送水が可能(低温水の大温度差利用)でポンプ搬送動

力を低減します。

氷水搬送システムの特徴氷水搬送システムの特徴

図１ 氷水搬送の優位性を示す概念図

図２ 一管ループ方式概念図

需要家で消費され暖められた冷熱は、主配管に戻ると氷を融解しながら再び０℃の冷熱搬送になります。
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年間の中で冷房ピーク負荷が発生する時間はごくわずかです。冷房ピーク負荷に対応
するために大きな熱源を持つことは機器容量増大によるイニシャルコストの上昇に加え、
契約電力の上昇によりランニングコストの上昇を招きます。

そこで、負荷が上昇した時期に必要な分だけメインプラント(図３)から熱を融通する
ことで需要家の熱源容量を縮小することが可能となり、イニシャルコストの低減と割安
な夜間電力で製造した蓄熱分で空調を行うのでランニングコストが低減されます。

図３ 氷水搬送による熱融通

氷充填率を高めるブロックアイスプレート型ハーベスト製氷機
これまで学校法人東京電機大学と共同研究開発を行ってきた氷水搬送システムは、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発

機構（NEDO）から委託研究「次世代型ヒートポンプシステム研究開発／高密度冷熱ネットワークの研究開発」を受け、さらに発展、
拡大しました。
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